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ひがしあがつま
住民が誇りを持って暮らすまち

広
報
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★ 住民異動の手続きはお早めに
◆ 東吾妻町の歴史・文化探訪 
◆ お知らせコーナー 
◆ みんなの広場 
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住民異動に伴う保険・年金・福祉医療・
児童手当の手続き

　国民健康保険や国民年金、後期高齢者医療制度、介護保険に加入し
ている方や福祉医療・児童手当に該当する方は、転出・転入などの届
け出をした後に、手続きが必要となります。
■該当者のみ

・国民健康保険被保険者証
・後期高齢者医療保険被保険者証
・介護保険被保険者証
・福祉医療受給者証

転出するとき
（転出届）

　ほかの市区町村へ住所を移すと
きは、転出証明書を発行します。
転出予定日のおおむね 14 日前から
町民課（②番窓口）で届け出をし
てください。個人番号カードなど
をお持ちの方は転出の特例（手続
きの簡素化）ができます。
　印鑑登録をされている方は印鑑
登録証を返却してください。

　町外から東吾妻町へ転入・東吾妻町から町外へ転出する場合
■本人確認書類

【１点で確認できるもの】
　官公署発行の顔写真付き証明書（運転免許証など）

【２点以上で確認できるもの】　健康保険証、年金手帳など

　届け出は、原則として本人ま
たは同一世帯の方が行ってくだ
さい。その際に本人確認書類が
必要となります。

転居するとき
（転居届）

　町内の新住所に移っ
て か ら 14 日 以 内 に 手
続きをしてください。
　 住 所 異 動 に 伴 っ て、
保険・年金・福祉医療、
児童手当などの手続き
が必要となります。

　　転入するとき（転入届）
■転入届に必要なもの
 ・転入前の市区町村が発行した転出証明書
 ・通知カードまたは個人番号カード
■外国からの転入に必要なもの　
①転入者全員のパスポート
②戸籍全部事項証明書（戸籍謄本）
③戸籍附票
※当町に本籍がある方は②と③は不要です。

　東吾妻町の新住所に住み始め
て 14 日以内に手続きをしてく
ださい。個人番号カードなどに
より転出届を行った場合は、同
カードを提示して転入の手続き
をしてください。また、外国か
ら転入される場合も届け出が必
要となります。

Ｗｅｌｌｃｏｍｅ　to

 Higashiagatsuma

ようこそ
東

吾
妻

町
へ

■手続きによって必要なもの
・印鑑
・通知カード
　または
　個人番号カード

　春は、入学、就職、転勤などで引っ越
しをする方が多くなります。
　３月と４月は、役場町民課窓口が混み
合い待ち時間も長くなります。時間に余
裕をもってお越しください。また、住民
異動の手続きに伴い、さまざまな手続き
が必要となる場合があります。引っ越し
をする前に届け忘れがないかもう一度確
認してください。
※詳しくは各担当課（別表参照）へお問
　い合わせください。

～春は引っ越し、　
異動のシーズン～

住民異動　の手続きはお早めに
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■別表（住民異動時に伴う手続き）

項　目 担当課・問い合わせ先 窓口番号
または所在地

□ どの窓口に行けばよいかわからない方 町民課　総合窓口係 ①番窓口

□ 転入・転出・転居に関すること 町民課　戸籍住民係
　　　　（ 内線 2122） ②番窓口

□ 通知カード・個人番号カードに関すること

□ 国民健康保険・国民年金に関すること 町民課　保険年金係
　　　　（ 内線 2123・2124） ②番窓口

□ 後期高齢者医療制度に関すること

□ 介護保険に関すること 保健福祉課　介護保険係（ 内線 2132） ③番窓口

□ 児童手当・福祉医療費に関すること 保健福祉課　福祉係（ 内線 2134） ③番窓口

□ 原動機付自転車のナンバーに関すること 税務課　住民税係（ 内線 2112） ⑤番窓口

□ 上下水道に関すること 上下水道課（☎ 76-4010） 本庁舎２階

□ 保育所・こども園・
小学校・中学校に関すること　

学校教育課　学校教育係
　　　　（ 内線 2304） 本庁舎３階

※上記の表以外にも手続きが必要な場合があります。

令和２年３月１日現在

役
場
閉
庁
日
は
こ
ち
ら
か
ら

正面玄関

②

③

④

①
⑤

⑥

エントランスホール

町民ホール

当直室

保健福祉課
町民課

総合窓口

会計課

税務課

パスポートコーナー

相談コーナー

２階まで上がれます

３階ま
で上が

れます

　

　
エントランスホールの情報ラックには、
町の情報などがたくさん掲示してあり
ます。ぜひ手にとってご覧ください。

役場本庁舎
1 Ｆマップ          

住民異動　の手続きはお早めに
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Higashiagatsuma　Town News

　２月 17 日、町スポーツ少年団が日本スポーツ
少年団顕彰を受けました。バレーボールや野球な
ど７種目で活動し、その中で育った子どもたちが
中学・高校・大学でも活躍しています。町主催の
イベントにも積極的に参加し、スポーツ振興の一
翼を担っています。今後も理念である青少年の健
全育成に向け頑張りたいと語られました。

青 少年の心と体の成長
令和元年度スポーツ少年団表彰

　１月から３月にかけて町内各地で保健センター
主催の「健康ひろば」が実施されました。身体の
状態を知ってもらうため、血圧測定や握力測定を
実施。保健師から筋力アップのための貯筋体操や
筋肉の付きやすいレシピなどを教えてもらいまし
た。参加者たちは、自宅でできる運動と料理づく
りのコツを学んでいました。

自 分のからだを知ろう
町内各地で健康ひろば

　１月 25 日、コンベンションホールで新春落語
会が開催されました。町観光大使である桂夏丸さ
んが凱旋公演として落語・歌唱を熱演したほか、
桂一門から３名が出演し落語や漫談を披露。幕間
ではマジックショーが行われ満員の会場を沸かせ
ました。来場者の皆さんは「おなかがよじれるほ
ど面白かった」と笑顔で話されていました。

お なかの底から笑う
町新春落語会

夜 空を彩る惑星たち
おもしろ科学教室

　２月８日にコンベンションホールでおもしろ科
学教室『スペースシアターＸ

テン

』が開催されました。
会場には郡内全域から多くの児童が集まり、クイ
ズを交えて天体についての勉強をしました。写真
は 2020 年６月 21 日 16 時から 18 時にかけて部分
日食を再現している１枚です。天気に恵まれ、目
にすることができたらいいですね。
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ひがしあがつまタウンニュース

　２月 22 日に教養講座「ハーバリウム作成教室」
が東支所で開催されました。Klein Fohre の鳥山博
美先生を講師に迎え、ハーバリウムづくりに挑戦
しました。参加者の皆さんは色とりどりのお花を
目の前に真剣に材料選び。思い思いの色や形の材
料を瓶に詰め込み、専用オイルを流し込むと色鮮
やかな透明感のある作品が完成しました。

花 の魅力をビンの中へ
ハーバリウム作成教室

　２月 14 日、中央公民館で「介護予防サポーター
養成講座」が開催されました。介護予防サポーター
とは、要介護状態の発生をできる限り防ぐ（遅ら
せる）ことができる方をいいます。講座では、ま
ず現状の要支援・介護認定者数の説明があり、次
いで元気で生き生きと過ごすためのポイントにつ
いて教えてもらいました。

学 んで延ばそう健康寿命
介護予防サポーター養成講座

　２月 14 日にさかうえこども園で保育参観が実施
されました。園庭でドッジボールや鬼ごっこを行
い、お子さんの楽しんでいる姿を見守る保護者か
ら笑みがこぼれていました。その後遊戯室で歌と
合奏の発表のほか、１年間を振り返るフォトムー
ビーが上映されました。

１ 年間の成長を見届ける
さかうえこども園保育参観

大 塚正子さんが受賞
群馬県保健事業等功労者知事表彰

　令和元年度保健事業等功労者知事表彰で大塚正
子さんが受賞されました。この賞は、公衆衛生関
係事業の推進活動を積極的に行い、その功績が顕
著であった者に贈られます。大塚さんは栄養・食
生活改善部門で受賞をされ、食生活改善推進員と
して多年にわたり、町民の健康づくりにご協力い
ただきました。
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東吾妻町の歴史・文化探訪
ー問い合わせ先／東吾妻町教育委員会社会教育課（☎ 68-2261 担当  吉田智哉）

今
月
の
歴
史
・
文
化
探
訪
は
、
先
月

か
ら
引
き
続
い
て
吾
妻
氏
を
取
り

あ
げ
ま
す
。
今
回
の
主
人
公
は
後
吾
妻

氏
で
す
。

●
後
吾
妻
氏

　
～
前
吾
妻
氏
か
ら
下
河
辺
氏
、

そ
し
て
後
吾
妻
氏
へ
～

　

さ
て
先
月
に
ご
紹
介
し
た
前
吾
妻
氏

は
、
吾
妻
助
光
ま
で
を
そ
の
括
り
で
呼

び
、後
吾
妻
氏
は
こ
の
助
光
以
後
の
人
々

を
呼
び
ま
す
。
助
光
は
岩
櫃
城
に
あ
ら

わ
れ
た
妖
も
の
の
けに
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
と
も

富
士
川
の
合
戦
時
に
討
死
に
し
た
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
助
光
に
は
嫡ち

ゃ
く
な
ん男
が
お
ら
ず
、

助
光
の
娘
と
自
分
の
息
子
を
婚
姻
さ
せ

て
吾
妻
氏
を
継
い
だ
人
物
が
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
下し

も
こ
う
べ

河
辺
行
家
と
い
う
人
物
で
す
。

下
河
辺
氏
は
元
々
下
総
国
（
現
在
の
千

葉
県
）
の
有
力
武
士
で
、
著
名
な
人
物

は
下
河
辺
行
平
で
す
。
こ
の
人
は
行
家

の
父
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
子
の

行
家
は
下
河
辺
氏
の
家
系
図
に
は
記
載

さ
れ
な
い
人
物
で
、
詳
細
は
ま
っ
た
く

不
明
で
す
。
伝
説
で
は
行
家
は
岩
櫃
山

に
現
れ
た
化
け
物
を
退
治
し
た
人
物
で

あ
り
、
そ
の
後
に
岩
櫃
城
に
入
り
吾
妻

氏
を
継
い
だ
こ
と
で
下
河
辺
の
名
か
ら

吾
妻
行
家
と
名
を
変
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

さ
て
後
吾
妻
氏
と
し
て
知
ら
れ
て
く

る
の
は
行
家
の
息
子
で
あ
る
行
重
で
あ

り
、
さ
ら
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の

は
行
盛
で
す
。
お
そ
ら
く
現
在
「
吾
妻

太
郎
」
の
名
で
最
も
知
ら
れ
た
人
物
が

何
を
隠
そ
う
こ
の
吾
妻
行
盛
な
の
で
す
。

行
盛
は
、
先
月
紹
介
し
た
大
字
原
町
の

館
（
地
名
で
は
館
ノ
内
・
下
館
・
北
館
・

館
の
鼻
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
（
別
の
伝

承
も
あ
り
ま
す
）。
ま
た
、
そ
の
際
に

使
っ
た
産
湯
を
入
れ
た
釜
は
、
近
く
に

あ
る
釜
神
社
（
地
名
は
釜
谷
戸
）
に
祀

ら
れ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
行
盛
は
松
井

田
城
主
の
斉
藤
梢
基
姉
（
娘
？
）
を
嫁

に
も
ら
い
、
二
人
の
男
子
が
生
ま
れ
ま

す
。
長
男
は
先
王
丸
と
い
い
、
の
ち
の

岩
櫃
城
城
主
と
伝
わ
る
斉
藤
憲
行
で
す
。

行
盛
は
平
川
戸
に
市
場
を
開
き
、
大
字

厚
田
（
カ
ジ
ヤ
と
呼
ば
れ
た
場
所
）
に

は
鋳
物
師
・
鍛
冶
師
の
活
動
場
所
を
整

備
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
長
福

寺
を
旧
岩
井
村
に
、金
剛
院
（
不
動
堂
）・

大
宮
巌
鼓
神
社
を
原
町
に
、
一
宮
神
社
・

浅
間
神
社
を
川
戸
に
、
鳥
頭
神
社
を
矢

倉
に
建
立
・
再
建
す
る
な
ど
社
寺
へ
の

信
仰
が
篤あ

つ

い
方
で
し
た
。
し
か
し
、
時

は
南
北
朝
時
代
。
こ
の
吾
妻
行
盛
が
南

北
ど
ち
ら
の
勢
力
に
属
し
て
い
た
か
は

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
貞
和
５
年

（
１
３
４
９
年
）
に
な
り
、
当
時
南
朝
方

だ
っ
た
里
見
氏
（
里
見
義
時
）
に
岩
櫃

城
を
攻
撃
さ
れ
、
行
盛
は
家
臣
の
秋
間

貞
勝
と
と
も
に
敗
死
し
た
と
伝
わ
り
ま

す
。
行
盛
は
立
石
川
原
で
自
害
、
そ
の

行
盛
の
首
を
祀
っ
た
の
が
首
宮
神
社
と

い
い
、
現
在
の
川
戸
神
社
で
す
。
ま
た
、

そ
の
胴
体
を
祀
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の

が
大
字
矢
倉
の
鳥
頭
神
社
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
行
盛
の
墓
は
大
字
岩
井
の

長
福
寺
に
巨
大
な
五
輪
塔
と
し
て
残
さ

れ
て
い
ま
す
（
町
指
定
史
跡
）。

　

こ
の
戦
い
で
岩
櫃
城
は
里
見
氏
方
へ

渡
る
こ
と
な
り
ま
す
が
、
行
盛
の
子
ど

も
で
あ
る
先
王
丸
は
母
方
で
あ
る
斉
藤

梢
基
の
元
へ
と
落
ち
延
び
ま
す
。
そ
し

て
母
方
の
姓
を
継
ぎ
斉
藤
憲
行
と
名
乗

り
岩
櫃
城
の
奪
還
へ
と
動
く
こ
と
に
な

る
の
で
す
。
こ
れ
が
の
ち
の
岩
櫃
城
城

主
と
し
て
伝
わ
る
こ
と
に
な
る
斉
藤
氏
、

そ
の
６
代
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
続
き
は
次
回
へ
…
。

●
後
吾
妻
氏
の
伝
承

　
～
中
世
城
館
と
の
関
連
を
中
心
に
～

　

さ
て
、
後
吾
妻
氏
の
伝
承
は
前
吾
妻

氏
と
同
様
の
場
所
、
遺
跡
に
伝
説
と
し

て
語
り
継
が
れ
る
逸
話
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
と
、

①
岩
櫃
城
（
原
町
）
…

　

吾
妻
行
家
、
吾
妻
行
重
、
吾
妻
行
盛

の
居
城
と
伝
わ
る
。

②
稲
荷
城
（
原
町
）
…

　

吾
妻
行
重
が
居
城
し
た
と
伝
わ
る
。

吾
妻
行
盛
は
こ
こ
で
生
ま
れ
た
と
い
う

伝
承
も
あ
る
。

③
館
ノ
内
（
原
町
）
…

　

吾
妻
氏
の
館
跡
。
吾
妻
行
盛
が
生
ま

れ
た
場
所
と
伝
わ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
前
吾
妻
氏
か
ら
引
き
続

い
て
こ
れ
ら
の
城
館
は
吾
妻
氏
と
の
深

い
関
連
で
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
信
憑
性
は
ま
た
改
め
て
考
え

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
ど

ち
ら
に
し
ま
し
て
も
原
町
を
中
心
に
多

く
の
吾
妻
氏
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る
と

い
う
事
実
は
、
こ
の
周
辺
の
歴
史
を
ひ

も
と
く
の
に
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
と

も
考
え
て
い
ま
す
。
吾
妻
と
い
う
ま
さ

に
私
た
ち
が
暮
ら
す
こ
の
場
所
の
名
を

継
い
で
い
る
吾
妻
氏
。
彼
ら
の
動
向
が

後
の
世
に
与
え
た
影
響
は
少
な
か
ら
ず

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
受

け
継
い
だ
と
み
ら
れ
る
一
族
が
斉
藤
氏

で
す
。
次
回
の
歴
史
・
文
化
探
訪
で
は

い
よ
い
よ
そ
の
斉
藤
氏
に
つ
い
て
ふ
れ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

吾
妻
氏
の
足
跡
を
辿
る
（
２
）
～
後
吾
妻
氏
～
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＝新着図書情報＝
■児童図書

『アナと雪の女王２』… デイヴィッド・ブレイズ　著

『たからもののあなた』…………… まつおりかこ　著

『おもちのおふろ』…………………… 苅田　澄子　著

■一般図書

『稚児桜』……………………………… 澤田　瞳子　著

『わがまま歩き　台北』…… ブルーガイド編集部　編

『もの忘れをこれ以上増やしたくない人が読む本』 …  

 ………………………… 松原　英多　著

『わたしの良い子』…………………… 寺地はるな　著

『まあまあふうふう。』………………   八千草　薫　著

『熱源』………………………………… 川越　宗一　著

■おすすめの一冊
『「大家さんと僕」と僕』……………   矢部　太郎　著

　東京都新宿区のはずれの一軒家で、大家のおばあさ
んと一つ屋根の下に暮らす生活をほのぼのと描いた

エッセイ漫画。デビュー
作 で 78 万 部 強 を 売 り 上
げる話題のシリーズです。
その番外編となる本作は、
新作の書き下ろしや矢部
さんが一躍人気作家とな
り手塚治虫文化賞を受賞
するに至った日々のこぼ
れ話や大御所漫画家・タ
レントとの対談などが盛
り込んである一冊です。

中央公民館

図書情報

定例行政相談所開設のご案内
　行政相談委員は、国の仕事に関する苦情などの相
談を受け、助言や関係機関に対して改善の申し入れ
などを行っています。相談は無料で、秘密は厳守さ
れます。
　町の行政相談委員は、丸橋哲さんで、定例行政相
談所は、偶数月の第１水曜日（休日の場合は、第２
水曜日）に開設しています。

【定例行政相談所】
■開催日　令和２年：４月１日、６月３日、８月５日、
　　　　　　　　　10 月７日、12 月２日
　　　　　令和３年：２月３日　（全６回）
■場　所　中央公民館　相談室
■問い合わせ先　総務課 行政振興係（ 内線 2221 ）

＜総務省群馬行政監視行政センターのご案内＞

■問い合わせ先　中央公民館（☎ 68-2412）

ありがとうございました

◆町へ
❀寄附金５万円　　　　　　   赤十字有功会　さま

あたたかいこころ

　総務省群馬行政監視行政相談センターでは、専
用電話などで相談を受け付けておりますので、お
気軽にご利用ください。（☎ 0570-090-110）
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花
粉
症
は
、
花
粉
が
原
因
で
さ
ま
ざ
ま

な
症
状
が
生
じ
る
季
節
性
の
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
で
す
。
最
も
患
者
数
が
多
い
と
さ
れ

て
い
る
の
は
ス
ギ
花
粉
症
で
す
が
、
ス
ギ

花
粉
症
患
者
の
８
割
が
ヒ
ノ
キ
花
粉
症
も

合
併
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス

ギ
花
粉
は
２
～
４
月
、
ヒ
ノ
キ
花
粉
は
４

　★「３月の診療予定表」
日 月 火 水 木 金 土

3/1
休診

2 3 4
休診

5 6 7
休診

8
休診

9 10
午後
定期往診

11
休診

12
午後
定期往診

13
午後
定期往診

14
休診

15
休日
当番医

16 17 18
休診

19 20
休診

21
休診

22
休診

23 24 25
休診

26 27 28
休診

29
休診

30 31 4/1
休診

2 3 4
休診

東吾妻町国保診療所だより
　
町
の
診
療
所
の
先
生
か
ら
「
健

康
」
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。今
月
は「
花
粉
症
対
策
」

で
す
。

＊当院では予約診療を行っております。定期受診の方は予約での診療をお願
　いします。
＊急病の方は予約にかかわらず適宜診療を行っていますので、体調不良時は
　気兼ねなくご来院ください。
＊午後は予定表になくても不在となることが多いため、お手数ですが午後来
　院される場合はあらかじめ連絡をお願いします。

３月の健康相談・頭の元気度測定
　町では毎月健康相談を行っています。また頭の元
気度を測定しています。測定を希望される方は事前
に予約をお願いします。

【太田・原町・岩島・坂上地区】
■日　時　令和２年３月 13 日㈮ 13 時 30 分～ 15 時
■場　所　保健センター
■問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）
　包括支援センター ( ☎ 68-0200 担当  小池　歩）

３月の認知症家族会
　町では毎月認知症家族会を開催しています。日ご
ろから思っていることを話してみましょう。

～
５
月
頃
に
多
く
飛
散
し
ま
す
。

　

花
粉
症
は
、
花
粉
に
対
し
て
身
体
が
過

剰
反
応
を
起
こ
し
て
い
る
状
態
で
す
。
本

来
、
花
粉
は
害
の
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
身
体
が
花
粉
を
「
排
除

す
べ
き
異
物
」
と
認
識
し
て
し
ま
う
と
、

花
粉
に
対
す
る
抗
体
が
作
ら
れ
ま
す
。
結

果
と
し
て
、く
し
ゃ
み
、鼻
水
、鼻
づ
ま
り
、

目
の
か
ゆ
み
と
い
っ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

が
生
じ
ま
す
。

　

花
粉
症
対
策
と
し
て
、
内
服
や
点
眼
・

点
鼻
液
な
ど
の
薬
物
療
法
も
あ
り
ま
す

が
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
花
粉
と
の
接
触

を
で
き
る
限
り
避
け
る
こ
と
で
す
。
外
出

時
は
マ
ス
ク
や
眼
鏡
、
帽
子
を
着
用
し
て
、

鼻
や
目
、
皮
膚
に
花
粉
が
付
着
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
外
出
先
か
ら

帰
宅
し
た
際
に
は
、
玄
関
先
で
衣
服
や
髪

を
よ
く
払
い
花
粉
を
室
内
に
持
ち
込
ま
な

い
こ
と
も
大
切
で
す
。
現
在
花
粉
症
の
症

状
が
出
て
い
な
い
人
も
、
こ
の
よ
う
な
対

策
で
花
粉
を
避
け
て
お
い
た
ほ
う
が
安
心

で
す
。

　

花
粉
症
は
命
に
か
か
わ
る
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
数
カ
月
に
わ
た
っ
て
生
活

の
質
を
低
下
さ
せ
る
や
っ
か
い
な
も
の
で

す
。
し
っ
か
り
と
予
防
・
対
策
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

■
受
付
時
間

　

午
前
…
８
時
30
分
～
11
時
45
分

　

午
後
…
14
時
～
17
時

■
連
絡
先　

☎
59
・
３
０
１
０

国
保
診
療
所　

堀
口　

英

■期　日　令和２年３月 24 日㈫
■時　間　10 時～ 11 時 30 分
■場　所　保健センター
■費　用　無料
■問い合わせ先　
　包括支援センター（☎ 68-0200  担当  田中春美）
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れ
、
医
師
の
資
格
制
度
が
確
立
し
ま
し
た
。

１
８
７
５
年
（
明
治
８
年
）
に
は
、
日
本

で
最
初
の
医
術
開
業
試
験
が
行
わ
れ
、
大

分
県
の
生
ま
れ
で
、
同
郷
の
福
沢
諭
吉
を

頼
り
勉
学
に
励
ん
だ
小
幡
英
之
助
が
、
最

初
の
歯
科
専
門
医
と
し
て
医
籍
に
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
小
幡
は
東
京
に
お
け
る
最

初
の
医
術
開
業
試
験
合
格
者
で
も
あ
り
ま

し
た
。
当
時
は
ま
だ
、
歯
科
に
対
し
て
江

戸
時
代
の
香
具
師
が
行
っ
て
い
た
も
の
と

同
一
視
す
る
偏
見
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
偏
見
を
打
破
す
る
た
め
、
野
口

英
世
の
後
援
者
と
し
て
も
名
高
い
血
脇
守

之
助
ら
数
多
く
の
歯
科
医
の
尽
力
に
よ
り
、

医
科
か
ら
独
立
し
た
歯
科
医
養
成
教
育
の

整
備
が
進
め
ら
れ
、
１
９
０
６
年
５
月
２

日
に
よ
う
や
く
歯
科
医
師
法
が
公
布
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
を
「
歯
科
医
師
記
念
日
」

と
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
歯
科
医
師

だ
け
で
な
く
、
歯
科
技
工
士
、
歯
科
衛
生

士
の
国
家
資
格
が
存
在
し
、
皆
さ
ま
の
歯

と
口
の
健
康
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

■
参
考
文
献

　

石
井
拓
男
ほ
か　

著

　
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
歯
科
医
学
史
」

　

学
建
書
院　

刊

　

日
本
顎
口
腔
機
能
学
会　

編

　
「
新
よ
く
わ
か
る
顎
口
腔
機
能
」

　

医
歯
薬
出
版　

刊

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

　
（
☎
68
・
５
０
２
１
担
当
藤
岡
由
美
）

り
が
淡
路
島
、
泥
棒
の
始
ま
り
が
石
川
の

五
右
衛
門
」
こ
れ
も
寅
さ
ん
の
啖
呵
売
で

す
。
江
戸
時
代
、
庶
民
の
歯
の
治
療
は
、

主
に
「
入
れ
歯
師
」
や
「
歯
抜
師
」
と
呼

ば
れ
た
渡
世
人
（
香や

し
具
師
）
が
行
っ
て
い

ま
し
た
。
彼
ら
は
、
寅
さ
ん
の
よ
う
に
、

流り
ゅ
う
ち
ょ
う

暢
な
口
上
と
大
道
芸
で
人
を
集
め
、
歯

み
が
き
粉
を
売
る
だ
け
で
な
く
、
入
れ
歯

を
つ
く
り
、
歯
ま
で
抜
い
て
い
た
よ
う
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
現
在
の
よ
う
な
教
育
や

国
家
試
験
が
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な

く
、
そ
の
技
術
は
親
分
・
子
分
の
間
で
密

か
に
伝
え
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

■
歯
科
医
の
は
じ
ま
り

　

明
治
時
代
に
入
り
西
洋
医
学
が
導
入
さ

■
あ
た
し
ゃ
入
れ
歯
で
歯
が
立
た
な
い
よ

　

第
１
作
目
の
公
開
か
ら
50
周
年
、
国
民

的
映
画
と
い
わ
れ
た
、「
男
は
つ
ら
い
よ
」

の
最
新
第
50
作
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
映

画
館
に
足
を
運
ば
れ
た
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
寅
さ
ん
を
演
じ
た
故

渥
美
清
さ
ん
の
誕
生
日
は
３
月
10
日
で
す
。

初
代
の
お
い
ち
ゃ
ん
を
演
じ
た
森
川
信
さ

ん
の
命
日
は
３
月
26
日
、「
男
は
つ
ら
い
よ
」

と
３
月
に
は
何
か
縁
が
あ
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
（
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
寅
年
生

ま
れ
の
筆
者
も
３
月
生
ま
れ
で
す
）。

　

寅
さ
ん
の
魅
力
の
一
つ
は
、
立
て
板
に

水
を
流
す
よ
う
な
啖た

ん
か
ば
い

呵
売
で
し
ょ
う
。「
や

け
の
や
ん
ぱ
ち
日
焼
け
の
な
す
び
。
色
が

黒
く
て
食
い
つ
き
た
い
が
、
あ
た
し
ゃ
入

れ
歯
で
歯
が
立
た
な
い
よ
」
と
い
う
、
寅

さ
ん
の
歯
切
れ
の
良
い
口
上
が
耳
に
浮
か

び
ま
す
。

　

な
す
と
入
れ
歯
に
関
す
る
興
味
深
い
研

究
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
平
井
敏
博
博

士
ら
は
、
総
入
れ
歯
を
装
着
し
た
時
の
食

品
摂
取
率
を
調
査
し
て
い
ま
す
（
表
）。
な

す
の
漬
物
や
り
ん
ご
な
ど
第
Ⅲ
群
の
食
品

が
不
自
由
な
く
食
べ
ら
れ
れ
ば
、
お
使
い

の
総
入
れ
歯
は
及
第
と
考
え
て
良
さ
そ
う

で
す
。

■
江
戸
時
代
の
歯
の
治
療

　
「
国
の
始
ま
り
が
大
和
の
国
、
島
の
始
ま

　
町
内
の
歯
科
医
の
先
生
か
ら「
歯

と
口
」
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
今
月
は
「
歯
医
者

の
は
じ
ま
り
」
で
す
。

知っておきたい歯の話 57. 歯医者のはじまり

令和元年 12 月 31 日現在で 80 歳の方 145 人に対し、「80 歳で自分の歯を 20 本以上残そう」という『8020 運動』
のアンケート調査を実施したところ、95 人の方から回答がありました。その結果、次の 31 人（男 18 人・女 13 人）
の方が該当になりました。　　　　　　　　　　　■問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021 担当  藤岡由美）

■
８
０
２
０
運
動
該
当
者

　
（
敬
称
略
／
順
不
同
）　

・
⻆
田
昭
登
志
（
奥
田
）

・
宿
谷　

孝
一
（
植
栗
）

・
小
池　

陸
惠
（
植
栗
）

・
唐
澤
百
合
子
（
原
町
）

・
國
友　

操

（
原
町
）

・
宮
﨑　

光
雄
（
原
町
）

・
加
邉
つ
ね
子
（
原
町
）

・
青
木　

國
昭
（
原
町
）

・
青
栁　

哲
雄
（
原
町
）

・
清
水　

幸
雄
（
原
町
）

・
赤
津
み
つ
江
（
原
町
）

・
中
村　

和
子
（
川
戸
）

・
立
川
和
一
郎
（
川
戸
）

・
都
所　

文
子
（
金
井
）

・
都
所　

右
一
（
金
井
）

・
中
島　

英
二
（
郷
原
）

・
小
池　

脩
夫
（
岩
下
）

・
山
野　

忠
氏
（
岩
下
）

・
水
出　

卯
一
（
松
谷
）

・
髙
橋　

修
治
（
三
島
）

・
片
貝　

菊
枝
（
三
島
）

・
小
林　

貞
芳
（
三
島
）

・
桑
原　

忠

（
三
島
）

・
萩
原　

シ
ヅ
（
大
戸
）

・
一
場　

秀
夫
（
萩
生
）

・
劍
持　

彰

（
萩
生
）

・
匿
名
希
望
（
５
名
）

『８０２０運動』～８０歳になっても自分の歯を２０本以上残そう～

　◆表　総入れ歯装着時の食品摂取可能率

分　類 食品の例 摂取
可能率

第Ⅰ群 プリン、バナナ、ゆでたキャベツ、ゆでた
ニンジン、煮たサトイモ、マグロの刺身 97.4%

第Ⅱ群 イチゴ、ハム、煮た鶏肉、かまぼこ、
煮昆布、生のキュウリ 85.7%

第Ⅲ群 鳥の唐揚げ、揚げせんべい、焼き鳥、
りんご、なすの漬物、生のキャベツ 74.9%

第Ⅳ群 とんかつ、焼肉（豚）、ラッキョウ、大根の
漬物、あられ、ピーナッツ、イカの刺身 64.1%

第Ⅴ群
生のニンジン、たくあん、くらげ、
酢だこ、なまこ、あわびの刺身、スルメ

32.6%
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３月の母子保健事業日程表
❶町内全地区　●会場・問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021 担当  髙田　萌）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

３月 6 日㈮ 離乳食講習会 10:15 ～ 10:30 平成 31 年２月～令和元年 11 月生まれ

10 日㈫

はっぴい歯科健診 13:30 ～ 13:45

平成 26 年８・９月、平成 27 年２・３月生まれ

11 日㈬ 平成 27 年８・９月、平成 28 年８・９月生まれ

12 日㈭
平成 28 年２・３月、平成 29 年８・９月、
平成 30 年２・３月生まれ

13 日㈮ 乳幼児健康相談 10:00 ～ 11:00 乳幼児の希望者（事前に申し込んでください）

18 日㈬ １歳６カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 30 年７・８月生まれ

25 日㈬

４カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 令和元年 11 月生まれ

７カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 令和元年８月生まれ（B.C.G 接種を行います）

１歳児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 31 年２月生まれ

❷町内全地区〈子育てサークル〉　●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021 担当  髙田　萌）
●会場　ピヨピヨ：あづま農村環境改善センター／ラッコ・ペンギン：保健センター

（＊印のついたサークルはどちらかの会場をご利用ください。ご利用の際には事前に申し込んでください。）
※令和２年度より、ピヨピヨクラブ・ペンギンクラブは１カ所での開催（あづも農村環境改善センター）になります。
　予めご了承ください。

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

３月 9 日㈪ ピヨピヨクラブ＊ 9:30 ～ 10:00 こども園就園前までの子どもと保護者

16 日㈪ ペンギンクラブ＊ 9:30 ～ 10:00 こども園就園前までの子どもと保護者

19 日㈭ ラッコクラブ 10:00 ～ 10:15 ４カ月から１歳までの子どもと保護者

３月の当番医予定表
期　    日 内　　　　　　科 外　　　科 休　日　夜　間

３月 8 日㈰
くりはら医院

（原町☎ 68-0355）
長野原診療所

（長野原☎ 0279-85-2259）
原町赤十字病院

（原町☎ 68-2711）
原町赤十字病院

（原町☎ 68-2711）

15 日㈰
町国保診療所

（箱島☎ 59-3010）
桜井クリニック

（嬬恋☎ 0279-97-3800）
吾妻さくら病院

（中之条☎ 75-3011）
吾妻さくら病院

（中之条☎ 75-3011）

20 日㈮
田島病院

（中之条☎ 75-3350）
長生病院

（長野原☎ 0279-82-2188）
西吾妻福祉病院

（長野原☎ 0279-83-7111）
西吾妻福祉病院

（長野原☎ 0279-83-7111）

22 日㈰
四万診療所

（中之条☎ 64-2136）
布施医院

（草津☎ 0279-88-2030）
原町赤十字病院

（原町☎ 68-2711）
原町赤十字病院

（原町☎ 68-2711）

29 日㈰
しまだ医院

（中之条☎ 76-3435）
櫻井医院

（長野原☎ 0279-82-3999）
吾妻さくら病院

（中之条☎ 75-3011）
吾妻さくら病院

（中之条☎ 75-3011）

①内科・外科の診療時間は９時～ 17 時です。
②急患の為の当番医制度ですので、緊急患者以外の受診はご遠慮願います。
③原則として往診はしません。
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あなたも認知症サポーターになりませんか？
　地域包括支援センターでは、認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らしてい
けるように、認知症サポーターを増やすための認知症サポーター養成講座を行います。

【自動車税について】…県自動車税事務所（☎ 027-263-4343）
または、吾妻行政県税事務所（☎ 75-3300）

【自動車の登録について】…関東運輸局群馬運輸支局（☎ 050-5540-2021）
【軽自動車税について】…税務課　住民税係　担当：髙橋優芽　（内線 2112）

問
い
合
わ
せ
先

　自動車の納税には、
安全・便利・確実な

「口座振替」をおす
すめしています !!

　
受講者にはサポーター
の 証 と し て、 オ レ ン ジ
リングをお渡しします。

【変更登録】…住所・氏名に変更があった場合
【移転登録】…自動車を下取りに出したり、ほかの人に譲渡した場合
【抹消登録】…自動車を使用しなくなった、または使用不能である場合

※登録手続きを委託した場合は、手続きが済んでいるか再度ご確認ください。

　転居などにより住所を変更（住民票の変更手続き済み）
したが、車検証の住所や氏名の変更手続きが３月中に完
了しない場合は、「ぐんま電子申請受付システム」で納税
通知書の送付先を一時的に変更することができます。

そ  

の  

他

　自動車税は、毎年４月１日現在で運輸支局に登録されている自動
車の所有者にかかります。次のような場合は、令和２年３月 31 日㈫
までに、運輸支局で必ず手続きをしてください。

自動車の登録手続きはお済みですか

日　時 　令和２年３月 27 日㈮
　　　13 時 30 分～ 16 時

　認知症を理解し、認知症になっ
ても地域で安心して暮らしていけ
るよう、認知症の方やその家族を
支援する応援者です。

★認知症サポーターとは…

　特別なことをする必要はありま
せん。日常の生活の中で、困って
いる認知症の方や家族をさりげな
く支援するボランティアです。

★どんなことをするの？…

申し込み方法 　電話または
　直接申し込んでください。

申し込み期限 　令和２年３月 23 日㈪

内　容
　①寸劇　（認知症ボケー座）
　②講義　（NPO 法人お互いさまネットワーク）

会　場
　中央公民館

　町地域包括支援センター
　　担当：田中春美（☎ 68-0200）問い合わせ先

　受講料は
　無料です !!
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昭和 20 年４月２日～５月１日生まれの方へ
75 歳になる方へ

　75 歳の誕生日から後期高齢
者医療該当者です。３月 25 日
前後に『後期高齢者医療保険
者証』を緑色の封筒で郵送し
ますので、ご確認ください。
■問い合わせ先　町民課　保険年金係
　　　　　　　　（ 内線 2124 担当  武藤典子）

電話予約による住民票等の休日・時間外交付
（電話予約サービス）終了のお知らせ

　電話予約による住民票等の休日・時間外交付（電
話予約サービス）は、令和２年３月 31 日をもって
終了します。休日または役場開庁時間外における証
明書の取得については、「証明書コンビニ交付サービ
ス」をご利用ください。
■問い合わせ先　町民課　戸籍住民係
　　　　　　　　（ 内線 2122 担当  角谷俊一）

Information

募集
　

東
吾
妻
町
観
光
協
会
で
は
、
臨
時
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
業
務
と
し
て
、

観
光
案
内
の
ほ
か
、
水
仙
ち
ゃ
ん
シ
ョ
ッ

プ
の
グ
ッ
ズ
販
売
、
施
設
の
管
理
お
よ

び
清
掃
業
務
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

・
令
和
２
年
４
月
１
日
㈬
～
11
月
30
日
㈪

　
（
休
館
日
な
し
）

・
９
時
～
16
時

　
（
休
憩
時
間
45
分
）

・
週
２
～
３
日
の
勤
務

　
（
土
日
祝
日
勤
務
有
り
）

■
勤
務
条
件

【
時　

給
】
８
５
０
円
以
上

【
手
当
て
】
通
勤
費
支
給

■
募
集
人
数　

１
～
２
名

■
対
象

・
65
歳
未
満
の
方

・
普
通
免
許
証
を
所
有
し
て
い
る
方

■
申
し
込
み
期
限

　

令
和
２
年
３
月
25
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）
東
吾
妻
町
観
光
協
会

　
（
☎
70
・
２
１
１
０
）

岩
櫃
山
平
沢
登
山
口
観
光
案
内
所
の

臨
時
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
て
い
る
「
人

口
動
態
調
査
」
は
、
５
年
に
一
度
国
勢

調
査
の
行
わ
れ
る
年
度
に
、「
出
生
届
」

「
死
亡
届
」「
死
産
届
」「
婚
姻
届
」「
離

婚
届
」
を
提
出
す
る
際
、
職
業
の
記
入

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、公
衆
衛
生
、労
働
衛
生
、

社
会
福
祉
な
ど
各
施
策
の
た
め
の
重
要

な
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
人
口
動
態
調
査
で
使
用
す
る
情
報

は
統
計
法
に
よ
り
厳
し
く
守
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

■
対
象

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年

３
月
31
日
ま
で
の
出
生
・
死
亡
・
死
産
・

結
婚
・
離
婚
の
届
け
出

■
調
査
方
法

　

各
届
書
の
届
け
出
を
さ
れ
る
と
き
に
、

そ
れ
ぞ
れ
職
業
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

案内

令
和
２
年
度
に
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚
の
届
け
出
を
さ
れ
る
方
へ

〈
記
入
例
〉

・
医
師
、
教
員
な
ど
…
「
専
門
・
技
術
職
」

・
一
般
事
務
員
な
ど
…
「
事
務
職
」

・
販
売
店
員
、
営
業
職
従
業
者
な
ど
…

「
販
売
職
」

・
美
容
師
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
…

「
サ
ー
ビ
ス
職
」

※
死
亡
届
に
は
こ
の
ほ
か
、「
農
業
」「
建

　

設
業
」「
製
造
業
」「
不
動
産
業
」
と

　

い
っ
た
産
業
も
併
せ
て
ご
記
入
く
だ

　

さ
い
。
ま
た
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

　

窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

　
（
内
線
２
１
２
１
担
当 

山
﨑
拓
人
）
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家屋を新築・増築または取り壊した方
はご連絡ください

　家屋を新築または増築しますと、担当職員が訪問
調査をさせていただきます。この調査は固定資産税
の算定基礎となる評価額を算出するために必要な調
査です（取り壊した時も現地確認に伺います）。

■連絡・問い合わせ先　税務課　固定資産税係
　　　　　　　　　　　（ 内線 2115 担当  須田泰友）

住宅新築改修等補助金交付制度
をご活用ください

　町では町民の皆さんが自宅の新築・増築・改修工
事などを行う場合、工事費用に対する補助制度を設
けています。新築や改修などをお考えの方は、ぜひ
ご利用ください。また、工事を始める前に役場まち
づくり推進課で申請手続きをお願いします。
■問い合わせ先　まちづくり推進課　商工観光係
　　　　　　　　（ 内線 2242 担当  片野顕弥）

町からのお知らせ

　

就
学
援
助
費
制
度
と
は
、
経
済
的
理

由
で
お
子
さ
ま
を
小
・
中
学
校
に
通
わ

せ
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る

保
護
者
の
方
に
対
し
、

学
校
生
活
に
お
け
る

費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
制
度
で
す
。

■
支
給
す
る
費
用
等

　

学
用
品
費
・
通
学
用
品
費
・
新
入
学

用
品
費
・
修
学
旅
行
費
・
校
内
外
活
動
費
・

生
徒
会
費
な
ど

■
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

　

生
活
保
護
家
庭
に
準
ず
る
程
度
に
困

窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、

次
の
措
置
等
を
受
け
て
い
る
方

①
地
方
税
法
に
基
づ
き
、
町
民
税
の
非

　

課
税
・
減
免
、
固
定
資
産
税
ま
た
は

　

は
個
人
の
事
業
税
の
減
免

②
国
民
年
金
の
掛
金
の
減
免

③
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
徴
収
の
猶

　

予
ま
た
は
減
免

④
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

※
そ
の
ほ
か
規
定
に
該
当
さ
れ
る
方
と

　

な
り
ま
す
。
経
済
的
に
お
困
り
の
方

　

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
援
助
を
受
け
る
に
は

　

教
育
委
員
会
あ
て
に
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
新
た
に
申
し
込
み
を
し
よ

す
る
学
校
お
よ
び
必
要
に
応
じ
て
民
生

委
員
の
方
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
支
払
い
時
期

　

年
３
回
、
学
期
末
を
予
定
。
指
定
の

口
座
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課　

学
校
教
育
係

　
（
内
線
２
３
０
３
担
当 

片
貝　

修
）

案内

報告
　

公
益
財
団
法
人
群
馬
県
市
町
村
振
興

協
会
は
、
市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
通
称
：

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
）
の
交
付
金

等
を
財
源
と
し
て
、
自
治
会
等
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
）
の
活
動
に
直
接
必
要
な

設
備
・
施
設
の
整
備
に
対
し
、
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
奥
田
区
に
お
い
て
、
の
ぼ
り

ポ
ー
ル
２
本
、
大
の
ぼ
り
２
枚
、
イ
ー

ジ
ー
ア
ッ
プ
テ
ン
ト
２
セ
ッ
ト
を
「
魅

力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
備

品
整
備
）」
の
助
成
を
受
け
購
入
し
ま
し

た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

行
政
振
興
係

　
（
内
線
２
２
２
２
担
当 

根
津
俊
明
）

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て
（
小
・
中
学
生
の
保
護
者
の
方
へ
）

令
和
元
年
度
魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業▲イージーアップテント２セット

のぼりポール２本、大のぼり２枚▶

う
と
す
る
方
は
、
学
校
教
育
課
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。（
既
に
助
成
を

受
け
て
い
る
方
に
は
別
途
ご
案
内
し
ま

す
。）

　

な
お
、
助
成
に
つ
い
て
は
基
準
に
よ

り
認
定
さ
れ
た
方
と
な
り
ま
す
。
認
定

さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
承

知
お
き
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
在
籍
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Information

■開催日　令和２年１月 26 日㈰
■会　場　パルコール嬬恋スキー場
■バッジテスト合格者　
２　級…小池　優樹
５　級…山田日菜乃、小山　菫

◆第 36 回町民スキー講習会

ス ポ ー ツ 結 果 敬称略　

　

ご
家
庭
か
ら
発
生
す
る
ご
み
に
つ
い

て
は
、
町
村
が
責
任
を
も
っ
て
収
集
お

よ
び
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に

対
し
て
、
事
業
所
か
ら
発
生
す
る
ご
み

（
事
業
系
一
般
廃
棄
物
）
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
自
ら
の
責
任
で
処
理
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
店
舗
兼
住
宅

に
居
住
し
て
い
る
方
々
も
い
る
こ
と
か

ら
、
一
般
家
庭
ご
み
収
集
に
支
障
に
な

ら
な
い
程
度
の
量
（
指
定
袋
２
袋
ま
で
）

で
、
指
定
袋
に
名
前
を
記
載
し
、
収
集

日
の
朝
８
時
ま
で
に
出
せ
れ
ば
収
集
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
収
集
場
所
の
管
理
は
、
地
域

住
民
の
方
々
が
行
っ
て
お
り
、
事
業
所

か
ら
の
多
量
の
ご
み
の
排
出
に
伴
い
、

ほ
か
の
方
が
出
せ
な
く
な
る
な
ど
の
影

響
が
あ
る
た
め
、
ご
み
が
定
期
的
に
多

量
に
出
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
事
業
者

自
ら
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
し
て
い
た

だ
く
か
、
組
合
が
ご
み
の
収
集
運
搬
を

許
可
し
た
業
者
へ
依
頼
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ご
み
の
正
し
い
分
別

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
75
・
２
０
９
９
）

　

青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防
止
を

図
る
た
め
、
令
和
２
年
春
の
青
少
年
健

全
育
成
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

　

令
和
２
年
３
月
15
日
㈰
～

令
和
２
年
４
月
30
日
㈭

■
活
動
目
標

　

県
民
総
ぐ
る
み
で
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
に
取
り
組
も
う
。

　
「
お
ぜ
の
か
み
さ
ま
県
民
運
動
」
を
推

進
し
、
地
域
と
家
庭
で
子
ど
も
た
ち
の

安
全
・
安
心
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

を
考
え
よ
う
。

案内

春
の
青
少
年
健
全
育
成
活
動

■セーフネット標語「おぜのかみさま」

標語 【標語の内容】
【なにから

子どもたちを守るのか】
お おくらない（写真を） 児童ポルノの被害から

ぜ
ぜったいに会わない
（ネットで知り合った人に）

性犯罪の被害から

の のせない（個人情報を） 個人情報漏えいから

か かきこまない（悪口などを） ネット上のいじめから

み みない（有害サイトを） 有害サイトから

さ さがさない（出会いを） コミュニティサイトから

ま まもる（ルールを） ネット依存から

■
実
施
機
関
・
団
体

　

群
馬
県
・
群
馬
県
教
育
委
員
会
・
群

馬
県
警
察
本
部
・
東
吾
妻
町
・
東
吾
妻

町
教
育
委
員
会
・
群
馬
県
青
少
年
育
成

推
進
会
議
・
東
吾
妻
町
青
少
年
育
成
推

進
員
連
絡
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係

　
（
内
線
２
４
４
０
担
当 

茂
木
夕
子
）

を覚えて、安全に
ネットを使おうネ！

「おぜのかみさま」

案内

事
業
所
か
ら
発
生
す
る
ご
み
を

収
集
場
所
へ
出
す
に
は
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町からのお知らせ

掲示場変更のお知らせ

　令和２年４月１日から、
条例等の制定・改廃や公
告物などの掲示場が、東
吾妻町役場の掲示場のみ
の１カ所になります。
　ご理解くださるようお
願いします。

　

最
近
、
建
築
物
の
解
体
ま
た
は
リ

フ
ォ
ー
ム
（
以
下
「
解
体
等
」）
を
建
設

業
者
へ
依
頼
し
て
発
生
し
た
木
材
類
な

ど
を
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
多
く
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
建
築
物
の
解
体
等
に

伴
っ
て
生
じ
た
も
の
は
、
廃
棄
物
処
理

法
で
産
業
廃
棄
物
と
し
て
規
定
さ
れ
て

お
り
、
解
体
等
を
行
っ
た
建
設
業
者
に

処
理
責
任
が
あ
り
ま
す
。
ご
自
宅
の
解

体
等
を
建
設
業
者
へ
依
頼
し
た
方
は
、

契
約
時
に
処
分
ま
で
業
者
へ
依
頼
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
不
要
に
な
っ
た
家
財
な
ど
は

一
般
廃
棄
物
に
該
当
し
ま
す
の
で
、
ご

自
分
で
搬
入
し
て
い
た
だ
く
か
、
組
合

が
許
可
し
た
業
者
へ
運
搬
の
依
頼
を
し

て
く
だ
さ
い
。
許
可
を
受
け
て
い
な
い

方
が
一
般
廃
棄
物
を
運
ぶ
と
廃
棄
物
処

理
法
違
反
で
罰
則
を
受
け
ま
す
。

※
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
千
万
円

　

以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ご
み
の
正
し
い
分
別

お
よ
び
適
正
処
理
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
75
・
２
０
９
９
）

案内

建
築
物
の
解
体
に
伴
う
廃
棄
物
の
処
理

Ｑ
１

Ａ
．

案内
　
「
家
畜
伝
染
病
予
防
法
」
に
基
づ
き
、

家
畜
を
飼
養
し
て
い
る
方
は
家
畜
の
種

類
や
頭
羽
数
を
年
１
回
、
県
知
事
に
報

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
玩
（
ペ
ッ
ト
）
と
し
て
、
家
畜
を

飼
育
さ
れ
て
い
る
方
も
報
告
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
家
畜
（
報
告
期
限
）

①
牛
・
水
牛
・
鹿
・
馬
・
め
ん
羊
・
山
羊
・

　

豚
・
い
の
し
し

　
（
令
和
２
年
４
月
15
日
㈬
ま
で
）

②
鶏
・
あ
ひ
る
・
う
ず
ら
・
き
じ
・
だ
ち
ょ

　

う
・
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
・
七
面
鳥

　
（
令
和
２
年
６
月
15
日
㈪
ま
で
）

■
報
告
内
容

　

令
和
２
年
２
月
１
日
現
在
に
飼
養
す

る
家
畜
の
種
類
と
頭
羽
数
な
ど

■
報
告
方
法

　

昨
年
届
け
出
の
あ
っ
た
方
に
は
様
式

を
送
り
ま
す
。
初
め
て
の
方
は
専
用
の

報
告
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
よ
く
あ
る
質
問

チ
ャ
ボ
や
烏う

こ
っ
け
い

骨
鶏
、
ア
イ
ガ
モ
を

飼
っ
て
い
ま
す
。
報
告
は
必
要
で

す
か
？

は
い
。
チ
ャ
ボ
、
烏
骨
鶏
は
「
鶏
」

の
仲
間
、
ア
イ
ガ
モ
は
「
あ
ひ
る
」

の
仲
間
で
す
の
で
、
報
告
を
お
願

牛
・
豚
・
鶏
・
馬
・
め
ん
羊
・
山
羊
な
ど
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

Ｑ
２

Ａ
．

Ｑ
３

Ａ
．

い
し
ま
す
。

ポ
ニ
ー
や
ミ
ニ
ブ
タ
も
報
告
が
必

要
で
す
か
？

は
い
。
ポ
ニ
ー
は
「
馬
」
で
ミ
ニ

ブ
タ
は
「
豚
」
で
、
報
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

猫
を
飼
っ
て
い
ま
す
。
報
告
は
必

要
で
す
か
？

い
い
え
。
犬
・
猫
・
小
鳥
（
文
鳥

や
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ
な
ど
）
は
、

報
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

去
年
、
報
告
を
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
必
要
で
す
か
？

は
い
。
毎
年
１
回
、
飼
養
の
状
況

を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

飼
養
を
や
め
た
場
合
は
、 

や
め
た
こ

と
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
家
畜
保
健
衛
生
所

　
（
☎
75
・
２
２
４
０
）

Ｑ
４

Ａ
．
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Information

◆ ■ ◆ ■ ◆ 国家公務員募集 ◆ ■ ◆ ■ ◆ 
　人事院は 2020 年度に次の国家公務員採用試験を行います。
★総合職試験（院卒者試験、大卒程度試験）
　【受付期間】　令和２年３月 27 日㈮～４月６日㈪
　【第一次試験日】　令和２年４月 26 日㈰
★一般職試験（大卒程度試験）
　【受付期間】　令和２年４月３日㈮～４月 15 日㈬
　【第一次試験日】　令和２年６月 14 日㈰

■問い合わせ先　人事院関東事務局（☎ 048-740-2006）

★一般職試験（高卒者試験、社会人試験（係員級））
　【受付期間】　令和２年６月 22 日㈪～７月１日㈬
　【第一次試験日】　令和２年９月６日㈰
■申し込み方法
　申し込みはインターネットにより行ってください。
　https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html　

　

町
で
は
学
校
お
よ
び
学
童
保
育
所
で

町
内
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り

な
が
ら
働
き
た
い
方
を
広
く
募
集
し
ま

す
。

【
学
校
公
仕
】

▼
募
集
人
員　

１
名

▼
応
募
資
格

　

月
か
ら
金
曜
日
ま
で
勤
務
可
能
な
方

※
資
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
任
用
条
件　

７
時
30
分
～
16
時
15
分

▼
勤
務
先　

町
内
学
校

▼
給
料
・
報
酬

　

月
給
14
万
６
１
０
０
円

【
放
課
後
児
童
支
援
員
】

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
応
募
資
格

　

月
か
ら
金
曜
日
ま
で
勤
務
可
能
な
方

※
保
育
士
な
ど
の
資
格
の
有
無
は
問
い
ま

　

せ
ん
。

▼
任
用
条
件　

14
時
～
18
時
30
分

※
た
だ
し
、
長
期
休
業
中
等
は
７
時
30

　

分
か
ら
18
時
30
分
ま
で

▼
勤
務
先　

町
内
学
童
保
育
所

▼
給
料
・
報
酬　

時
給
８
９
７
円

【
共
通
事
項
】

▼
任
用
期
間

　

令
和
２
年
4
月
1
日
～

令
和
３
年
３
月
31
日

募集

学
校
・
学
童
保
育
所 

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

▼
雇
用
形
態

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
基
づ
く

任
用

▼
試
験
方
法　

面
接
試
験

▼
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添
付
の
上
、

役
場
内
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
履
歴
書
の
上
部
に
勤
務
を
希
望

す
る
職
種
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
間

　

令
和
２
年
３
月
18
日
㈬
ま
で 

　
（
土
日
祝
日
は
除
く
）

　

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

▼
試
験
日　

令
和
２
年
３
月
下
旬
予
定

　
（
後
日
連
絡
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課　

学
校
教
育
係

　
（
内
線
２
３
０
４

担
当 

酒
井
文
彰
・
腰
塚
丈
弘
）

　

宮
内
庁
で
募
集
す
る
詠
進
歌
の
今
年

の
お
題
は
「
実
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

歌
を
詠
む
場
合
は
「
実
」
の
文
字
が
詠

み
こ
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、「
実
験
」、「
果

実
」
の
よ
う
な
熟
語
に
し
て
も
、
ま
た
、

「
実
る
」
の
よ
う
に
訓
読
し
て
も
差
し
支

え
あ
り
ま
せ
ん
。

■
詠
進
要
領

①
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で
、

　

１
人
１
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に

　

限
り
ま
す
。

②
用
紙
は
半
紙
を
使
い
、
毛
筆
で
自
書

　

し
て
く
だ
さ
い
。
半
紙
は
横
長
に
使

　

い
、
右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半

　

分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　

氏
名
（
本
名
・
ふ
り
が
な
）
生
年
月
日
、

　

職
業
を
縦
書
き
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

病
気
や
身
体
障
害
の
た
め
、
毛
筆
で

　

自
書
で
き
な
い
と
き
は
、点
字
、代
筆
、

　

ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
も
詠

　

進
で
き
ま
す
。

※
自
書
で
き
な
い
理
由
（
代
筆
の
場
合

　

は
代
筆
者
の
住
所
・
氏
名
も
）
な
ど

　

を
別
紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に
添
え
て

　

く
だ
さ
い
（
点
字
は
除
く
）。

■
申
込
期
限

　

令
和
２
年
９
月
30
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
１
０
０ｰ
８
１
１
１
（
住
所
不
要
）

　

宮
内
庁
「
詠
進
歌
」　

　
（
☎
03
・
３
２
１
３
・
１
１
１
１
）

案内

日
本
の
伝
統
文
化
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
令
和
３
年
歌
会
始
の
お
題
と
詠
進
要
領
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町からのお知らせ

　 あづま温泉 桔梗館 だより
　日ごろより『あづま温泉 桔梗館』をご利用いただきありがとうございます。
イベント情報をお知らせします。

ロックな○○   　　　　　　集まれ！！もっと もっと
おらがまちづくりプロジェクト委員会

ロックな人 vol.7

★３月 14 日㈯　ホワイトデー
　当日来館された女性のお客さまにはプレゼントを贈
呈します。（無くなり次第終了となります）
★３月 16 日㈪　カラオケ発表会
　プロ歌手をお招きしショーを予定しています。
★３月のカラオケポイント２倍デーは毎週水曜日　

★衣替えの季節。新しいお召し物はいかがですか？
　お洋服を 1500 円以上のお買い上げの方に無料入浴
券を進呈します。
　スタッフ一同、笑顔で皆さまをお待ちしております。
※３月の休館日は 23 日㈪です。ご注意ください。
■問い合わせ先　あづま温泉「桔梗館」（☎ 59-3533）

　

１
月
号
の
広
報
で
、
第
46

回
近
代
日
本
美
術
協
会
展
一

般
公
募
部
門
の
理
事
長
特
別

賞
の
受
賞
が
紹
介
さ
れ
た
山

崎
孝
利
さ
ん
（
76
）
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
山
崎
さ
ん
は
何

事
に
も
目
標
を
掲
げ
日
々
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

　

10
年
前
か
ら
、
自
転
車
で

日
本
縦
断
に
挑
戦
。
こ
れ
ま

で
青
森
か
ら
倉
敷
ま
で
走
り

切
り
、「
今
年
は
広
島
ま
で

行
き
、
数
年
後
に
は
ゴ
ー
ル

の
鹿
児
島
ま
で
行
く
」
と
意

気
盛
ん
。
旅
先
で
は
「
さ
ま

ざ
ま
な
地
方
の
人

と
交
流
し
、
感
動
が

味
わ
え
、
そ
の
土
地

の
ご
飯
も
楽
し
み
」

と
目
を
輝
か
せ
ま

す
。
外
国
の
人
と
出

会
い
、
ひ
と
と
き
な

が
ら
一
緒
に
自
転

車
旅
を
し
た
経
験

も
。

　

小
学
生
の
こ
ろ

か
ら
始
め
た
と
い

う
ス
キ
ー
は
、
玄
人

は
だ
し
。
現
在
、
吾

妻
マ
ス
タ
ー
ズ
ｓ

ｋ
ｉ
会
の
会
長
を
務
め
、
カ

ナ
ダ
に
も
遠
征
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
77
歳
の
喜
寿
に
あ

た
り
、
カ
ナ
ダ
再
訪
の
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
。

　

登
山
（
山
岳
隊
の
元
会

長
）、
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
水
泳

も
本
格
派
で
す
。
北
ア
ル
プ

ス
連
峰
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、

各
地
の
マ
ラ
ソ
ン
、
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
の
大
会
に
出
場
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
上
田
か
ら

日
光
ま
で
走
破
す
る
目
標
を

掲
げ
、
す
で
に
沼
田
か
ら
金

精
峠
を
越
え
、「
日
光
ま
で
、

あ
と
20
㎞
。
今
年
中
に
達
成

し
た
い
」
と
意
欲
満
々
で
す
。

　

今
回
の
受
賞
作
『
初
夏
の

犬
吠
埼
』
は
、
自
ら
の
人

生
そ
の
も
の
を
映
す
よ
う

な
、
奥
行
き
と
力
感
あ
ふ
れ

る
１
０
０
号
の
大
作
。「
な

ぜ
、
そ
ん
な
に
で
き
る
の
で

す
か
」
と
の
問
い
か
け
に
、

「
人
生
は
挑
戦
。
挑
戦
あ
る

の
み
！
」
と
き
っ
ぱ
り
。

　

ま
さ
に
「
青
春
と
は
人
生

の
あ
る
期
間
で
は
な
く
心
の

持
ち
方
を
い
う
」（
サ
ミ
ュ

エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
『
青
春
』）。

こ
ち
ら
が
元
気
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

【
取
材
者
：
田
中　

静
】

 

「
人
生
に
目
標
を
持
ち
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
生
き
る
」

　
山
崎
　
孝
利
　
さ
ん
（
郷
　
原
）

https://myrocktown.com

　ほかにも、町の情報を発

信してくださるライターや

記者、特派員も募集中。

■問い合わせ先
　企画課　定住促進係

　（ 内線 2233 担当  町田 隆）

マイロックタウン東吾妻
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令和元年度 『上毛かるた』 競技大会
　『上毛かるた』の町・郡・県大会が開催され、町の大会を勝ち進んだ東
吾妻町の代表選手らが、郡・県大会においても優秀な成績を収めました。
　大会の結果は次のとおりです。（敬称略。○数字は順位）

■結　果
▼小学校低学年個人の部
①飯塚那実（東小）
②小川奈々（原小）
③髙橋翼沙（東小）
▼小学校高学年個人の部
①高橋奏乃（原小）
②保科樹里（東小）
③堀込成太朗（東小）
▼中学校個人の部
①小池　唯
②堀込志乃恵

▼小学校低学年団体の部
①原小Ａ：森尾茉侑・渡　悠乃・篠原倖菜・佐藤心美
②原小Ｂ：荻原雅也・立石幸太郎・中村琉惟
③東小Ａ：萩原悠真・神邉　駈・茂木風人・福原花奈
▼小学校高学年団体の部
①原小Ａ：立石詩葉・小池里奈・齊藤楓鈴・渡　徠海
②原小Ｂ：西巻沙友里・上原　華・小池　凛
③東小Ｃ：茂木雷人・⻆田優生・⻆田琉真
▼中学校団体の部
①東吾妻中Ａ：小池　萌・篠原美妃・佐藤朋佳
②東吾妻中Ｂ：林　美羽・上原　咲・森尾唯徠

【第 14 回東吾妻町子ども会等上毛かるた大会】１11／
( コンベンションホール )

【令和元年度上毛かるた吾妻地区大会】１18／

▼小学校低学年団体の部
①原町地区子ども会Ａ：森尾茉侑・渡　悠乃・篠原倖菜・佐藤心美
⑤原町地区子ども会Ｂ：荻原雅也・立石幸太郎・中村琉惟・唐澤メイ
▼小学校高学年団体の部
①原町地区子ども会Ａ：立石詩葉・齊藤楓鈴・渡　徠海
③原町地区子ども会Ｂ：小池  凛・渡邊妃萌華・唐澤せり・片貝桜姫華
▼中学校団体の部
①東吾妻地区子ども会Ａ：小池　萌・篠原美妃・佐藤朋佳
②東吾妻地区子ども会Ｂ：林　美羽・上原　咲・森尾唯徠

■結　果
▼小学校低学年個人の部
①飯塚那実（東小）
③小川奈々（原小）
▼小学校高学年個人の部
①高橋奏乃（原小）
⑤堀込成太朗（東小）
▼中学校個人の部
①小池　唯
②堀込志乃恵

( コンベンションホール )

▼小学校低学年団体の部
①原町地区子ども会：森尾茉侑・
　　　　　　　　　　渡　悠乃・佐藤心美・篠原倖菜
▼小学校高学年団体の部
③原町地区子ども会：立石詩葉・小池里奈・渡　徠海・齊藤楓鈴
▼中学校団体の部
③原町地区子ども会：小池　萌・篠原美妃・林　美羽・森尾唯徠

【第 73 回上毛かるた競技県大会】２15／

■結　果
▼小学校高学年個人の部
①高橋奏乃（原小）
▼中学校個人の部
①小池　唯

( 県総合スポーツセンターぐんま武道館 )

■問い合わせ先　社会教育課　社会教育係　（ 内線  2440 担当  茂木夕子）

Information
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町からのお知らせ

令和元年度　入札結果
事　　　　　業　　　　　名 場　所 落札業者 落札金額 役場担当課

職員駐車場整備工事 原　町 ㈱大沢建設 1,800,000 円 総務課

町道 5030 号線　道路災害復旧工事 原　町 ㈱大沢建設 3,000,000 円 建設課

町道 4084 号線　道路災害復旧工事 三　島 富沢設備㈱ 6,400,000 円 建設課

町道 2007 号線　道路災害復旧工事 厚　田 ㈲関工業 2,550,000 円 建設課

■問い合わせ先　各担当課まで

（１月 20 日執行）

３月 27 日は 東吾妻町民の日

　「郷土の歴史を知り、郷土につ
いての理解と関心を深め、自治
の意識を高めるとともに、より
豊かな郷土を築き上げることを
期する日」として、記念イベン
トを開催します。町有温泉施設
の「あづま温泉 桔梗館」と「吾
妻峡温泉 天狗の湯」の２施設で、
利用料無料とアイスの無料サー
ビスを次のとおり実施します。

★記念イベント実施日　　令和２年３月 27 日㈮
★サービス利用方法（共通）

■問い合わせ先　総務課　秘書広報係　担当：小池さつき

①ページ下の無料利用券を切り離し、
　各温泉施設へご持参ください。
※黄色が温泉無料利用券、薄黄色が
　アイス無料券で、いずれの温泉施
　設でも利用することができます。
②利用券を温泉の受付へ提示し、
　利用人数を申し出てください。

皆さまの
お越しを

お待ちし
ています !



Information



太
き
芋
め
が
け
て
か
ぶ
り
つ
い
て
く
る

背
戸
の
狸
の
自
慢
の
鼻
は

明　

日　

香

北
の
地
に
異
国
情
緒
を
極
め
ん
と

木
漏
れ
日
浴
み
て
味
は
ふ
紅
茶藤

原　

公
子

街
中
の
塀
よ
り
覗
く
柚
子
の
実
を

捥
ぐ
人
も
無
し
夕
日
耀
ふ

荻
原　

富
江

二
階
家
の
解
体
さ
れ
て
三
叉
路
の

鋭
角
の
右
折
見
通
し
の
良
き

菅
谷
千
恵
子

婚
期
過
ぐ
る
三
人
の
子
ら
の
幸
せ
を

願
ひ
て
密
か
出
雲
の
旅
に

東　

曙　

美

柚
子
の
実
は
午
後
の
日
ざ
し
に
耀
ひ
て

晴
着
姿
の
幼
に
あ
へ
り

綿
貫　

初
美

ほ
つ
こ
り
と
子
ら
を
抱
け
る
里
芋
を

堀
り
を
り
一
人
晩
秋
の
畑
に

青
木　

ソ
メ

雪
の
朝
山
の
稜
線
赤
赤
と

今
し
染
め
つ
つ
日
は
登
り
来
る高

橋　

春
江

初
雪
の
五
セ
ン
チ
積
も
り
し
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

は
や
も
解
け
出
す
暖
冬
の
朝

田
村
マ
リ
子

台
風
の
中
夜
勤
に
向
か
ふ
息
は
逝
き
て

何
が
起
き
し
か
知
る
術
も
な
し斉

藤
由
喜
子

初
詣
の
風
は
冷
た
く
水
澤
の

観
音
様
に
無
事
を
願
ひ
ぬ

橋
爪　

治
子

梅
林
に
ふ
く
ら
雀
の
飛
び
交
ひ
て

雪
を
散
ら
し
ぬ
大
寒
の
朝

猪
野　

房
江

直
前
に
使
ひ
し
は
ず
の
鍵
無
く
し

ゲ
ー
ム
す
る
ご
と
イ
ラ
つ
く
一
日

関
本　

こ
う

嬉
し
さ
は
日
暮
の
日
脚
の
伸
び
し
事

媼
の
挨
拶
声
は
づ
み
を
り

石
田
千
嘉
子

暖
冬
に
辛
夷
の
蕾
ふ
く
ら
み
て

小
鳥
鳴
き
交
ふ
春
め
く
庭
に

篠
原
美
佐
江

男
の
孫
と
約
束
の
旅
の
新
潟
へ

積
雪
な
く
も
心
楽
し
く

石
田
由
美
子

三
学
期
が
ん
ば
り
ま
す
と
子
供
ら
の

顔
に
出
て
ゐ
る
朝
の
挨
拶

大
前
つ
る
枝

暖
か
き
日
日
の
年
の
瀬
蝋
梅
は

早
く
も
蕾
を
ふ
く
ら
ま
せ
を
り大

塚　

綾
子

・
迂
回
路
を
右
に
左
に
雪
浅
間

・
神
の
膳
夫
が
先
馳
く
三
ケ
日荻

原　

富
江

・
六
地
蔵
前
掛
け
褪
せ
て
年
の
暮
れ

・
初
詣
注
連
縄
揺
ら
し
風
ぬ
け
る

篠
原　

敏
子

・
花
活
け
て
静
か
な
一
間
初
暦

・
神
棚
の
用
具
こ
ま
ご
ま
煤
払竹

内　

芳
子

・
ひ
と
つ
ま
み
の
塩
味
つ
け
し
七
草
粥

・
曾
孫
も
抱
か
れ
て
来
た
る
賀
客
か
な

西
山
三
重
子

投
稿　

短
歌　

～
谺
短
歌
会
～

投
稿　

俳
句　

～
麻
の
実
俳
句
会
～

投
稿　

短
歌　

　

～
あ
づ
ま
野
い
ち
ご
短
歌
会
～

　

教
育
委
員
会
で
は
、｢

人
権
週
間｣

活
動
の
一
環
と
し
て
、｢

人
権
標
語
・

作
文
コ
ン
ク
ー
ル｣

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

１
月
23
日
に
選
考
委
員
会
を
開
催

し
、
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
次
の
と

お
り
入
選
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
人
権
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

◆
最
優
秀
賞

『
け
ん
か
し
て

「
ご
め
ん
ね
」
言
っ
た
ら
な
か
な
お
り
』

加
部
い
の
り
（
太
田
小
二
年
）

◆
優
秀
賞

『
あ
り
が
と
う

　

笑
顔
が
広
が
る　

う
れ
し
い
言
葉
』

飯
塚　

葵
（
東
小

一
年
）

『
す
て
な
い
で

　

き
み
の
す
て
き
な　

そ
の
え
が
お
』

須
田　

愛
（
太
田
小
三
年
）

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

◆
最
優
秀
賞

『
だ
れ
に
で
も

　

笑
顔
で　

「
あ
り
が
と
う
」
言
え
る
人
』

木
暮　

勇
希
（
岩
島
小
五
年
）

◆
優
秀
賞

『
あ
り
が
と
う

　

君
に
つ
た
え
る　

そ
の
言
葉
』

小
林　

花
音
（
太
田
小
四
年
）

『
だ
れ
だ
っ
て

　

か
が
や
く
権
利
を　

も
っ
て
い
る
』

畠
山　

聖
興
（
太
田
小
六
年
）

【
中
学
生
の
部
】

◆
最
優
秀
賞

『
見
つ
め
よ
う

　

心
の
中
の　

表
情
を
』

蜂
須
賀　

輝
（
東
吾
妻
中
三
年
）

◆
優
秀
賞

『
ス
マ
ホ
見
ず

　

と
な
り
の
人
の　

心
見
て
』

関　

浩
輝
（
東
吾
妻
中
一
年
）

『
超
え
な
い
で

　

や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
の　

境
界
線
』

林　

美
羽
（
東
吾
妻
中
二
年
）

【
一
般
の
部
】

◆
最
優
秀
賞

『
思
い
や
る　

心
が
築
く　

郷
土
愛
』

神
村　

喜
好
（
矢

倉
）

◆
優
秀
賞

『
言
葉
よ
り

　

ま
よ
わ
ず
先
に　

す
く
い
の
手
を
』

青
木
由
起
子
（
岩

井
）

『
生
き
て
い
く

　

み
ん
な
の
幸
せ　

願
い
つ
つ
』

一
場　

登

（
新

巻
）

■
人
権
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

【
小
学
生
の
部
】

◆
最
優
秀
賞

『
「
障
害
が
あ
る
か
ら
」
で
は
な
く
』

齊
藤　

洋
希
（
岩
島
小
六
年
）

◆
優
秀
賞

『
心
を
か
よ
わ
せ
ら
れ
る
あ
い
さ
つ
』

大
塚　

璃
乃
（
東
小

五
年
）

【
一
般
の
部
】

◆
最
優
秀
賞

『
ハ
ン
セ
ン
病
の
正
し
い
知
識
を
』

山
野　

峯
子
（
岩

下
）

◆
優
秀
賞

『
被
災
地
復
興
支
援
の
旅
に
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　

故
郷
を
守
る
心
』

田　

昭
宏
（
三

島
）

 

令
和
元
年
度
　
人
権
標
語
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課　

　
（ 

内
線
２
４
４
２
担
当 

髙
山
明
彦
）

みんなの広場
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この広報紙は再生紙を使用しています。

広
報

ひ
が

し
あ

が
つ

ま
☎

0
2
7
9
-
6
8
-
2
1
1
1
　

FAX
0
2
7
9
-
6
8
-
4
9
0
0

東
吾

妻
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
h
ttp

:/
/
w

w
w

.to
w

n
.h

ig
a
s
h
ia

g
a
ts

u
m

a
.g

u
n
m

a
.jp

令
和

２
年

3
月

５
日

発
行

通
巻

1
6

8
号

発
行

／
東

吾
妻

町
役

場
　

編
集

／
総

務
課

秘
書

広
報

係

〒
3

7
7

-0
8

9
2

 群
馬

県
吾

妻
郡

東
吾

妻
町

大
字

原
町

1
0

4
6

番
地

　3 月分の納期限は 3 月 31 日ですまちの人口
～令和２年 2 月１日現在～

	 ●男	 6,631 人

	 前月比	 （－ 13 人）

	 ●女	 6,897 人

	 前月比	 （－ 15 人）

	 ●人口	 13,528 人

	 前月比	 （－ 28 人）

	 ●世帯数	 5,626 世帯

	 前月比	 （－ 12 世帯）

口座振替をご利用の方は口座預貯
金残高を確認しておいてください

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

住民税 ※ ○ ○ ○ ○ ※
固定資産税 ○ ○ ○ ○
国民健康保険税 ※ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
軽自動車税 ○
介護保険料 ※ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
水道料等 ( 上水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 ( 簡易水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
合併処理浄化槽使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町営住宅使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ケーブルテレビ使用料 ( 東地区 ) ○ ○ ○
後期高齢者医療保険料 ※ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

※は条件によっては徴収と
なる場合があります。

第 11 回東吾妻町すいせん祭り開催および出店者募集
　第 11 回東吾妻町すいせん祭りが次の日程で開催されます。なお当日は、会場付
近の道路が大変混み合いますので、公共交通機関ご利用の上ご来場をお願いします。

【出店者を募集しています】
■出店料　１テント１万円
■申込期限
　令和２年３月 19 日㈭
■問い合わせ先
　すいせん祭り実行委員会
　（まちづくり推進課内

　☎ 68-2111 内線 2243）　

■期　日　令和２年４月５日㈰
■時　間　９時 30 分 ～ 15 時
■会　場　岩井親水公園
■内　容
　水仙の販売、野菜などの
模擬店、福引き、  岩櫃太鼓、
阿 波 踊 り、ZEROSEN キ ッ
ズショーなどを予定してい
ます。

ご
覧
く
だ
さ
い
！

詳
し
く
は
町
Ｈ
Ｐ
を

おすすめ健康料理レシピ　　

いわびつ汁材料 （４人分）
こんにゃく………………	50g

なす　…………………	1/2 本

鶏もも肉…………………	75g

大根　……………………	50g

ごぼう……………………	50g

にんじん　………………	40g

しいたけ　………………	20g

しめじ……………………	25g

じゃがいも………………	40g

長ねぎ……………………	20g

味噌………………………	25g

煮干しだし汁		………	500ml

豆乳……………………		50ml

栄 養 価
（ 1 人 分 ）

エネルギー	…	69kcal
たんぱく質	…	6.7 ｇ
塩分	…		0.9 ｇ

つ く り か た
①　煮干しでだしをとります（下記参照）。

②　大根、にんじん、ごぼう、じゃがいもは皮をむき一

　　口大に切ります。そのほかの材料も一口大に切り、

　　こんにゃくは下ゆでします。長ねぎは小口切りにし

　　ます。

③　鍋にねぎ以外の材料とだし汁を入れてやわらかくな

　　るまで煮ます。

④　やわらかくなったらねぎを入れて、味噌を溶きなが

　　ら入れます。仕上げに豆乳を入れて完成です。

≪煮干しだし汁のとり方≫
（水 500ml、煮干し 20 ｇ）

①　煮干しは頭とはらわたをとり、身を縦にさきます。

②　分量の水に入れて１晩寝かせます。

　　（時間がない場合は 30 分くらいつけるだけでもよい）

③　中火にかけ煮立ったら弱火にしてアクをすくいながら

　　10 分くらい煮ます。

④　煮干しを取り出してできあがりです。
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無料送迎バス
群馬原町駅

中之条駅

４日・５日
会場まで運行

22




